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CRT 栃木放送『開倫塾の時間』林明夫の歩きながら考える 2025 年 9 月 6 日(土)放送内容資料

2025 年 9 月 5 日(金)9:00 から CRT スタジオで収録


 

＜ご報告＞開倫塾は、法務大臣表彰していただきました。 

 

開倫塾


塾長　林明夫


 

１．開倫塾は、2025 年 9 月 2 日（火）、栃木県栃木市惣社町にある「栃木刑務所」において、法務

大臣表彰状授与式が行われ、栃木刑務所所長様から、法務大臣表彰をお受けしました。ありがた

く、心から感謝いたします。


 

２．＜授賞理由＞


（１）開倫塾では、栃木刑務所長様から、受刑者の中で、「基礎教育（読み書き計算）」が不十分

な受刑者への教育指導のご依頼を頂き、先生方とご相談の上、応諾させていただきました。


（２）以来、15 年間、毎月数回、開倫塾の数名の先生方が、受刑者を御指導、600 回となりまし

た。


（３）また、この間、指導させていただいた、100 名の受刑者の中で、出所後、犯罪を犯し、刑務

所に戻ってきた人は、今のところなしとのことです。


〇このことが高く評価され、この度の、法務大臣表彰となったということです。


 

３．（１）開倫塾の先生方は、受刑者の皆様がよくわからないところまで遡り、開倫塾で使用して

いる教材を用い、ていねい、親切にわかりやすく、受刑者の社会復帰を願い、算数・数学、

国語、英語などを少人数指導。


（２）近年は、高卒認定試験の対策授業も行い、受刑者の皆様が熱心に自学自習した結果、高

い合格率を出しているそうです。


（３）担当の刑務官の先生、開倫塾の先生方、ご支援いただいた、栃木刑務所の皆様、開倫塾

の皆様、そして何よりも、熱心にご参加いただいた、受刑者の皆様のご努力に、心から感

謝いたします。


ありがとうございました。


 

４．＜開倫塾塾長として、初年度から、毎年 1 回、開講式で、20 分～ 30 分間、次のような内容の

記念講演をさせていただいております＞


（１）「何のために学ぶのかを考え、自覚をもって学ぼう」「自覚をもって、熱心に学ぶ」と、「多

様な選択肢のある人生を歩む」ことができます。


（２）①例えば私は、弁護士になりたくて司法試験を受験しましたが、合格できませんでしたので、

弁護士になるという「人生の選択肢」はありませんでした。


②ところが、私の弟は、司法試験に合格し、司法研修所の修習を終え、弁護士になり活動す
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るという「人生の選択肢」を得ることができました。


③また、例えば、自動車教習学校に通い、試験に合格して運転免許証を取得すれば、自動車

を運転することができるという「人生の選択肢」を得ることができます。しかし、運転免

許証をもたないと、自動車を運転するという「人生の選択肢」を得ることはできません。


（３）このように、「自覚をもって学び」「学んだことを自分のことばでいえる（表現・説明でき

る」と、「人生の選択肢が多様」になります。「多様な選択肢のある人生を歩むこと」ができ

ます。


 

５．（１）①そのために大切なのは「読解力」です。 

②「すべての学力の前提は、読解力」


③「読解力」を身に着けるには、刑務所にいる間に、次の 4 つに慣れ親しむのが一番。


〇社会に出てからも、次の 4 つに慣れ親しみ、充実した人生を送りましょう。


 

（２）①「辞書」・・「ことばは力」、辞書に慣れ親しもう。 

②「新聞」・・「新聞を毎日読み、世の中のことを知ろう」。「自分で考える力」、「批判的

思考能力」を身に着けよう。


③「読書」・・じっくり落ち着いて本を読み、「著者との時空を超えた対話」をして、自

分を振り返る力、「自省心」「省察力」「思慮深さ」を身に着けよう。 

④「図書館」・・図書館に慣れ親しみ、「自分の居場所」「ほっとできる場所」にしよう。 

（３）刑務所にいる間に、「辞書」「新聞」「読書」「図書館」に慣れ親しむ。社会に出てからも、

慣れ親しみ、死ぬまで、生涯にわたって、最大活用を。


 

よろしくお願いいたします。


 

お身体お大切に。


 

2025 年 9 月 5 日（金）13 時 51 分



